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地上デジタルテレビ放送に関する浸透度調査の結果 

 

 

 

 

 

 

 

今回の調査結果では、地上アナログテレビ放送が終了することについての認知度は  

９２．２％、その具体的な終了時期の認知度は６４．７％となっているほか、地上デジタル 

テレビ放送対応受信機の世帯普及率は４３．７％となっています。 

総務省では、引き続き、地上デジタルテレビ放送の具体的な受信方法、デジタル化の 

意義等も含め、きめ細かな情報提供活動に取り組んで参ります。 

 

【調査概要】 

○調査実施時期   平成２０年２月２７日より調査票発送開始 

○調査対象地域   全国４７都道府県の全域 

○調査対象者    男女１５歳以上８０歳未満の個人 

○調査方法     郵送調査 

○有効サンプル数  ７，３６０ 

○調査請負先    (株）ビデオリサーチ 

 

（連絡先） 

【本調査全般について】 

連絡先：情報通信政策局放送技術課 

担  当：森下課長補佐、田窪、羽多野 

電 話：０３－５２５３－５７８５ 

ＦＡＸ：０３－５２５３－５７８８ 

 

【地上放送に関する認知度等について】 

連絡先：情報通信政策局地上放送課 

担 当：安藤課長補佐、茅野計画係長 

電 話：０３－５２５３－５７９２ 

ＦＡＸ：０３－５２５３－５７９４ 

【ＢＳ放送に関する認知度等について】 

連絡先：情報通信政策局衛星放送課 

担 当：井田課長補佐、小林企画係長 

電 話：０３－５２５３－５７９９ 

ＦＡＸ：０３－５２５３－５８００ 

 

 総務省では、地上デジタルテレビ放送に関する浸透度調査を実施しました。本調査は、

テレビ放送のデジタル化に関する認知の状況や地上デジタルテレビ放送対応受信機の

普及状況等を定量的に把握し、今後の周知広報の取組に反映させるなど、その円滑な

普及に資することを目的に実施したものです。調査結果は別紙をご参照下さい。 
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地上デジタルテレビ放送に関する浸透度調査の結果 ― 概要

調査結果によると、「アナログ放送停波」の認知度は９２．２％、「アナログ停波時期」の認知度は
６４．７％、「地上デジタル放送対応受信機」の世帯普及率は４３．７％。

１．調査概要

(1)調査実施時期 平成２０年２月２７日より調査
票発送開始

(2) 対象地域 全国４７都道府県の全域

(3) 対象者 男女１５歳以上８０歳未満の個人

(4) 有効サンプル数 ７，３６０

２．主な調査項目

(1) 地上デジタルテレビ放送一般に関する認知度

(2) 地上デジタルテレビ放送の受信方法等に関する認知度

(3) 地上アナログテレビ放送停波に関する認知度

(4) 地上デジタルテレビ放送対応受信機の世帯普及率

(5) 地上デジタルテレビ放送の視聴状況と評価

(6) 今後のデジタル化の予定

(7) その他

【アナログ停波時期の認知度】【アナログ放送停波の認知度】 【地上デジタル放送対応受信機の世帯普及率】
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地上デジタルテレビ放送に関する
浸透度調査

平 成 ２ ０ 年 ５ 月

総務省情報通信政策局
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調査概要
○調査実施時期 平成２０年２月２７日より調査票発送開始
○調査対象地域 全国４７都道府県の全域
○調査対象者 男女１５歳以上８０歳未満の個人
○調査方法 郵送調査
○有効サンプル数 ７，３６０
○調査委託先 (株）ビデオリサーチ

（ページ）
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１ 地上デジタルテレビ放送一般に関する認知度

地上デジタルテレビ放送の認知度

「知っている」との回答者

居住地域での地上デジタルテレビ放送視聴可否の認知度

地上デジタルテレビ放送に期待すること（複数回答）

（全員）※２

（%）

画質や音質のよい番組の視聴

地域情報や災害情報など暮らしに
役立つ身近な情報の充実

データ放送画面でニュースや天気
予報など最新情報の取得

字幕・解説放送や音声速度の変換など
による高齢者に優しい放送の充実

見たい番組をテレビ画面上の番組ガイド
で検索したり視聴予約すること

クイズ番組での視聴者参加型サービス
など双方向機能の充実

ハードディスクを搭載した録画機器と
連動した番組の自動保存・シーン検索・
ダイジェスト視聴

その他・不明

地上デジタルテレビ放送の認知経路（複数回答）
（%）
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地上デジタルテレビ放送に関する基礎的な認知度は昨年調査から引き続き９割を超しており※１、ほぼ定着した

ものと思われる。具体的な視聴方法や停波時期などについての認知をより高め、受信機の更なる普及につなげ

ていくことが今後の課題。 ※１ 昨年調査では９０．９％

※２ （）内は各調査項目の回答者、以下同様
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16.1% 0.7%
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アンテナを新しく購入したり、アンテナの方向調整な

どの工事が別途必要になる場合がある
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のアンテナを設置した

設置してあったアンテナの向きを調整した

何もしなかった（元のアンテナをそのまま

使用）

分からない・不明
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２ 地上デジタルテレビ放送の受信方法等に関する認知度

地上デジタルテレビ放送の受信方法（複数回答）

（「地上デジタルテレビ放送を視聴できる」との回答者） 地上デジタルテレビ放送受信のためのアンテナ対応実施の有無

「自宅用アンテナ」との回答者

地上デジタル放送視聴のための作業・手続きの認知度（複数回答）

（%）

地上デジタルテレビ放送視聴のための作業・手続きの認知経路（複数回答）

（%）

いずれかを認知
している回答者
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（全員（地デジ非認知者の７％含む））

1.8 

40.5 
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39.3 
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分からない・不明

ケーブルテレビ

共同受信施設（ビル陰、高圧線付近、山間部な

ど受信障害対策としての共同施設）

共同受信施設（マンション等の集合住宅の共同

アンテナ）

自宅用のアンテナ

（%）

アンテナを新しく設置しなければならない場合がある、チューナー接続によりアナログテレビを引き続き使用でき

る等の地上デジタルテレビ放送の受信方法についての認知度は約５～６割にとどまる。これらの具体的受信方

法等について、きめ細かな情報提供をしていく必要がある。

自宅用のアンテナ

共同受信施設（マンション等の集合住宅の
共同アンテナ）

共同受信施設（ビル陰、高圧線付近、山間部
など受信障害対策としての共同施設）

ケーブルテレビ

その他・不明

アンテナを新しく購入したり、方向調整などの
工事が別途必要になる場合がある

地上デジタル放送対応の録画機・チューナー等を
接続することでアナログテレビを引き続き使える

ブラウン管テレビを廃棄する場合、
法律により廃棄料が掛かる

上記いずれも知らない
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地上アナログテレビ放送停波についての認知度 地上アナログテレビ放送停波の時期についての認知度（全員） （全員）

３ 地上アナログテレビ放送停波に関する認知度

地上アナログテレビ放送停波についての感想（複数回答） （全員）

（%） （%）（地上デジタルテレビ放送視聴可否別）

地上デジタルテレビ
放送視聴層

地上アナログテレビ
放送視聴層

13.6 

41.6 

30.9 

17.0 

31.4 

10.1 

29.7 

28.6 

24.0 

47.2 
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地上アナログテレビ放送が停波することは９割以上の人が知っており、ほぼ定着したものと思われる※１。

一方で、２０１１年という正確な停波時期の認知度は６４．７％と、昨年調査に比べて漸増にとどまる※２。約３年後

に迫る停波時期についての認識を更に高め、受信機の購入等の具体的行動を喚起していくことが今後の課題。
※１ 昨年調査では９３．９％ ※２ 昨年調査では６０．４％

様々な魅力をもつ地上デジタルテレビ放送が
視聴できるようになるのだから良い

限られた資源である電波の有効利用
につながるから良い

国の政策だから仕方がない

できれば地上アナログテレビ放送を続けてもらいたい

分からない・不明
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現在のアナログテレビ放送が終わることを見越して

アナログテレビでも見たかったから（外付け機器接続で対応の場合）

故障などに伴うテレビの買い換え時期だったから

薄型テレビが欲しかったから

テレビでインターネットをしたかったから

クイズ番組などの視聴者参加型サービスを利用したかったから

データ放送を見たかったから

ハイビジョン放送などを見たかったから

5

４ 地上デジタルテレビ放送対応受信機の世帯普及率

受信機の保有状況（複数回答） （全員）

受信機の購入動機（複数回答） （%）

（%）

受信機の購入元（複数回答）
（%）

タ
イ
プ
別
内
訳

「いずれか保有」
との回答者

地上デジタルテレビ放送対応受信機の世帯普及率は４３．７％。平成１８年調査では１５．３％、１９年調査では

２７．８％であり、概ね順調に推移している。購入の動機として、薄型テレビが欲しい、地上アナログテレビ放送停

波を見越してという理由が見られる一方、故障など買い替え時期だったからとの動機が依然として一番多い。
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視聴可能であることを知らなかった

地上デジタルテレビ放送の魅力がわからない

アナログテレビ放送の方が便利でよい。（チャンネル切替、チャンネル数、電源ＯＮ時など）
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ビル陰、高圧線付近、山間部などの受信障害対策としての共同受信施設が地上デジタル…

見るために何をしたらよいかわからない

初期スキャン等、受信機の初期設定を行っていない

地上デジタルテレビ放送対応受信機器の入力端子にアンテナ線をつないでいない
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居住地域で地上デジタルテレビ放送がまだ開始されてない
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５ 地上デジタルテレビ放送の視聴状況と評価

地上デジタルテレビ放送の視聴可能世帯率は３６．８％、また実際に視聴している世帯は３０．１％。なお、受信機

を保有しながら地上デジタルテレビ放送を視聴していない世帯が１０％存在する。

各種テレビサービスの視聴可能世帯率（複数回答）

地上デジタルテレビ放送非視聴の理由（複数回答）

地上デジタルテレビ放送の満足度（全員）

「視聴できる」との回答者 満足層計
73.0％

不満層計
7.3％

（%）

※満足層の理由として約93％が「画質の良さ」
を挙げている（複数回答）

（%）
地上デジタルテレビ放送の視聴状況

（地上デジタルテレビ放送対応受信機を保有しているのに視聴していないとの回答者）

居住地域で地上デジタルテレビ放送がまだ開始されてない

アンテナや分配器などが地上デジタルテレビ放送に対応してない

初期スキャン等、受信機の初期設定を行っていない

見るために何をしたらよいかわからない

ビル陰、高圧線付近、山間部などの受信障害対策としての
共同受信施設が地上デジタルテレビ放送に対応していない

ケーブルテレビ局の「地上デジタルテレビ放送」の契約料金が高い

地上デジタルテレビ放送対応の外付け機器を持っているが、普段はアナログ
テレビだけをＯＮにするため必然的にアナログテレビ放送しか見ない

地上デジタルテレビ放送対応受信機器の入力端子にアンテナ線を
つないでいない

アナログテレビ放送の方が便利でよい

地上デジタルテレビ放送の魅力がわからない

視聴可能であることを知らなかった

その他・不明

（全員）
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アナログ放送終了後も購入予定はない
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まわりの様子をみて判断する

今のテレビが故障したら購入する

受信機の価格が安くなったら購入する

北京オリンピック開催中までに購入する
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15.2 

56.2 
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0 20 40 60 80 

その他・分からない・不明

機能がシンプルなこと

機能が豊富なこと

画質・音質がよいこと

信頼できるメーカーであること

リモコンなどの操作性がよいこと

価格が安いこと

６ー１ 今後のデジタル化の予定 －対応受信機を１台も保有していない世帯－

地上デジタルテレビ放送にこれまで対応していない世帯では、今後の予定として、受信機の価格低下等の状況

によらず単に「アナログ放送終了までに購入する」と回答した世帯の割合が高い。また、１台目のテレビ（最も画面

サイズの大きいテレビ）については、２台目以降に比べて画質や音質などを重視する傾向が見られる。

今後の購入予定

購入したい受信機タイプ 購入時に重視すること（複数回答）

（%）
（%）
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（%）

１台目のテレビ

２台目以降のテレビ
（最大４台目まで）

※家庭内にあるテレビについて画面
サイズの大きい順に区別して調査

（地上デジタルテレビ放送対応受信機を１台も保有していない」との回答者）

16.2

20.3 

3.9 

1.1 

9.6 

5.3 

43.5 

9.1

20.3 

3.2 

1.1 

5.6 

6.5 

54.3 

0 20 40 60 

不明

分からない

セットトップボックス（CATV）

チューナー内蔵パソコン

外付けチューナー

チューナー内蔵録画機

チューナー内蔵テレビ



11.7 

17.1 

9.1 

42.9 

42.2 

22.2 

68.7 

0 20 40 60 80 

その他・分からない・不明

機能がシンプルなこと

機能が豊富なこと

画質・音質がよいこと

信頼できるメーカーであること

リモコンなどの操作性がよいこと

価格が安いこと

3.2

22.4 

13.4 

1.8 

32.3 

3.0 

15.0 

8.4 

0.4 

0 20 40 

不明

分からない

アナログ放送終了後も購入予定はない

上記のいずれか

アナログ放送終了までに購入する

まわりの様子をみて判断する

今のテレビが故障したら購入する

受信機の価格が安くなったら購入する

北京オリンピック開催中までに購入する

8

６ー２ 今後のデジタル化の予定 －既に対応受信機を１台は保有している世帯－

既に受信機の１台は地上デジタルテレビ放送に対応済みの世帯では、未対応のアナログ受信機について、受信

機の価格低下等の様子見や「購入予定はない」とする傾向がより高い。

購入したい受信機タイプ 購入時に重視すること（複数回答）

今後の購入予定（デジタル化未対応のテレビについて）
（%）

（%）
（%）

（地上デジタルテレビ放送対応受信機をいずれか保有している」との回答者）

8.8

12.5 

4.1 

1.5 

7.1 

6.4 

59.6 

0 20 40 60 80 

不明

分からない

セットトップボックス（CATV）

チューナー内蔵パソコン

外付けチューナー

チューナー内蔵録画機

チューナー内蔵テレビ



52.5%

46.1%

1.4%

視聴できる

視聴できない

分からない・不明

ＢＳアナログテレビ放送が視聴可能と回答した世帯のうち、ＢＳアナログテレビ放送が停波することについては５

割強、２０１１年という正確な停波時期については約３割が認知。約３年後に迫る停波時期についての認識を更

に高め、ＢＳデジタル放送への移行を喚起していくことが今後の課題。

７ その他 －ＢＳアナログテレビ放送停波に関する認知度－

ＢＳアナログテレビ放送停波についての認知

ＢＳアナログテレビ放送停波の時期についての認知
ＢＳアナログテレビ放送停波の認知経路（複数回答）

（%）

ＢＳアナログテレビ放送の視聴可否（再掲） （全員）

「視聴できる」との回答者
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（ＢＳアナログテレビ放送停波を「知っている」との回答者）

55.9%

43.4%

0.7%

知っている

知らない

不明

4.7 

10.5 

15.5 

12.2 

26.3 

5.6 

0.6 

8.6 

8.6 

7.2 

79.7 

12.7 

50.4 

0 20 40 60 80 100 

その他・不明

友人・知人

家族

メーカー系列店

家電量販店の店頭

市区町村の広報誌

イベント会場

インターネット

ポスター・パンフレット

ラジオ

テレビ

雑誌

新聞

0.8% 3.7%

32.3%

1.5%
0.9%

60.8%

～2009年

2010年

2011年

2012年

2013年以降

分からない・不明




